
 

『もはやオタクがアイドルやった方がいい』 
 

山田凪沙（20）の推しは、顔面大優勝のアイドル、花園光
ひかる

（20） 

だが光は失言、パフォーマンスの低さ、熱愛スキャンダル etc... によりたびたび炎上しており、 

顔は良いのにアイドルとして「もったいない」と揶揄されている 
 

ファンとアイドル、決して交わることがないはずが凪沙と光の身体が入れ替わった！？ 
 

 

 

ドルオタ女子が残念系アイドルと入れ替わって、 

アイドルのてっぺんを目指す究極の推し活ストーリー
 

 

 

似た設定の作品が多い中、この作品だけのポイントは 

・恋愛感情一切なし。オタクから推しへの一方的、絶対的な愛がテーマ 

（入れ替わりあるある「異性の身体にドキドキ」は無し。恋愛フラグは全て折る） 

・元の身体に戻ることがゴールじゃない。入れ替わったまま最高のアイドルを目指す 

（やる気がない光に代わって、凪沙が頂上まで連れて行きアイドルを続けさせる） 



 

企画意図 

アイドルのＳＮＳの活用や「推し」という言葉の普及により、 

アイドルとファンの距離が近くなった今、 

推しが理想の姿と少しでもズレた言動をとると、「裏切り」と叩くファンが多い 

そこでこの作品では、アイドルとファンがそれぞれの人生を生きる姿を描き、 

推しとオタクの健全な関係を推奨します 
 

企画意図を受けてのストーリー 

同時期に、凪沙はアイドルの夢を諦め、光はアイドルとして華々しくデビューした。 

推しのためと言いつつ、凪沙は光に自分を重ね「自分ならこうする」「アイドルならもっとこうすべき」と

願望を押し付けている。 

そして身体が入れ替わったのをきっかけに、凪沙はさらに光を自分の理想の姿にしようとする。 

それは「推し活」を超えた不健全な関係性へと変化する。 

（入れ替わりの発動条件が光の「アイドル辞めたい」と凪沙の「アイドルやりたい」の気持ちが合致した時） 

 

 

みんなの憧れであるアイドルと、推しに夢を抱くオタク（ファン）、 

双方の視点から描くことで、認知のズレを強調し、健全な関係へ修復

していきます 

 
 

 



 

人物設定  

山田凪沙（20） 

小学生の時からダンススクールに通い、アイドルを目指していたがあと一歩のところで挫折する。現在はコンサートスタッフのバイト。 

そんなときテレビで見た光の姿に胸を撃たれ、以来光の烈烈なファン。かけてきたお金と時間は半端ない。 

アイドルは高潔な存在であるべきという思想のため、光のことは大好きだが自分が恋愛関係になりたいとは思っていない。 

 

【スターチューン】アイドル事務所「ダイヤモンド」所属の五人組男性アイドルグループ。メジャー三年目。ドーム公演を目指している。 

花園光
ひかる

（20） メンバーカラー：シャイニングイエロー 

顔が良い以外アイドルとしての長所が無い。アイドルとしてやって良いことと悪いことの区別がついておらず、失言や熱愛でたびたび炎上する。 

人の「推し」になることがプレッシャーで、凪沙の熱量にも引き気味。 

給料がいいためアイドルをしているが、ファンからの重圧や誹謗中傷、メンバーとの対立によりアイドルを辞めたいと思っている。 

 

沢田歩（22） メンバーカラー：ファイヤーレッド 

グループの最年長でリーダー。やる気がない光を鼓舞するも、本人には響かず苦労している。 

何度かデビューを逃しており、これが最後のチャンスだと意気込んでいる。 

 

鈴原怜（19） メンバーカラー：クールブルー 

冷静沈着なキャラだが、アイドル業に対して誰よりも熱意がある。そのため光には腹が立っている。 

アイドルとして意識が高く、女性とは一切関わりを持たないことを徹底している。 

 

望月圭太（21） メンバーカラー：ファンタスティックピンク 

あざとさを売りにしている根っからのアイドル。最高の顔面を持っているのに意識が低い光にやきもきしている。 

 

別所陽介（20） メンバーカラー：にこにこグリーン 

光の幼馴染で、ずっと同じダンススクールに通っていた。スカウトされた光のオマケで、事務所に入った。 

そのため光の理解者ではあるが根深いコンプレックスを抱いている。 

 

豊島辰巳（26） スターチューンのマネージャー。少々おバカだが、仕事はできる。 

 

津田沙耶香（35） スターチューンのチーフマネージャー。厳しいが誰よりもメンバー思いで信頼が厚い。 

 

辻崎凛奈（22） 凪沙のダンススクール時代の先輩。一度アイドルとしてデビューしたが、早々にグループが解体し引退した。 



 

全体構成 

 

1 話「もはやオタクが最高のアイドルを目指す」 

 アイドルオタクの山田凪沙（20）の推しは、男性アイドルグループ「スターチューン」の花園光
ひかる

（20）。光は誰もが目を奪われる最高のビ

ジュアルを持っているが、言動の意識の低さや、歌・ダンスのクオリティの低さから「残念なアイドル」と評価されている。 

 ある日、ライブチケットは手に入らなかったものの、物販のアルバイトとしてスターチューンのライブ会場に来た凪沙。出来心からリハーサ

ル中のライブ会場に潜り込む。そこで機材ミスにより、ステージから飛び出した光と衝突し、二人とも気絶してしまう。そして目を覚ますと、

凪沙と光の身体は入れ替わっていた。ライブ出演は見送る流れになるはずが、凪沙は光としてライブに出ると申し出る。光は反対するが、光目

当てで来たファンの気持ちが痛いほどに分かる凪沙は、ステージに立つと言って聞かない。 

 いざ光としてステージに立った凪沙は、ファンとして見て来た光のパートを完璧にこなし、ライブを乗り切る。テンションが上がった凪沙は、

光が普段はしないファンサをしまくったりと、光本人よりもファンに受けてしまう。一方光は凪沙の代わりに物販で働く。いつもより近くで、

推しに心動かされているファンたちを目にし、思うところがある光。入れ替わったライブは大成功。ライブ終了後、光は元に戻るためにあれこ

れしてみるがうまくいかない。それどころか凪沙は、光が元の身体に戻ることを拒む。光がアイドルを辞めようとしていることを知り、身体が

戻ればそのまま辞めてしまうのではないかと恐れているのだ。 

 自分の体験したステージの感動を凪沙は光に伝えるが、光にとってはもう感動を過ぎた慣れたものになってしまっている。そこで、凪沙は光

をもっと大きなステージ、ドームに連れて行くと約束する。ドームから、最高の景色を見せれば光は改めてアイドルでいることの感動体験がで

きるのではないかと考えたのだ。凪沙は光にずっとアイドルでいてもらうため、自分が光と入れ替わったまま、最高のアイドルを目指すことに。 

アイドル視点：生きる糧にされるのは重い  

オタク視点：推しのおかげで生きている（とはいえ理想像はある） 

 

2 話「アイドルのキスシーンて、需要どこ？」 

 ぶつかったときと同じように、またキスすれば身体が元に戻るのではないかと考えた光。キスしようとするが、推しには純潔でいてほしい凪

沙は完全拒否。さらにはキスしそうな場面を光の彼女、黒田明莉（20）に見られ修羅場に。入れ替わった事情を明莉に説明するが、信じても

らえず喧嘩別れしてしまう。恋愛スキャンダルを避けたい凪沙にとっては好都合だったが、光はアイドルを辞めて普通に恋愛したい。 

 身体が入れ替わったまま、光に演技の仕事が入る。光として仕事を全うしようとする凪沙だったが、台本を読んで驚愕する。台本には光のキ

スシーンがあった。凪沙は仕事を断ろうとするが、アイドルを辞めた後俳優に転身しようとしていた光にとって、今回の仕事は逃せない。唯一

入れ替わりの事情を知っているマネージャー、豊島辰巳（26）の協力の元、なんとか撮影現場に連れて来たが、凪沙はキスシーンを拒否。結

局撮影はキスシーンなしで行われた。 

 入れ替わっているならきちんと仕事をしてほしいと言う光と、自分が望むアイドル像であってほしい凪沙は口論になる。そんな中、光に浮気

されたと思い込んだ明莉は、交際していたことを自分の SNS の生配信で暴露すると言い始めた。暴露配信の一歩手前で明莉を止めた凪沙は、自

身のアイドルの恋愛論を語る。そこに光も駆けつけ、ファンの熱愛叩きに思いをぶつける。恋愛絶対禁止を唱えているのが光だと勘違いした明

莉は、身を引くことを決意する。 



 

 光を心配し駆け付けたスターチューンのメンバー、別所陽介（20）は、光と凪沙の様子を見てあることに気が付き、二人に問う。「入れ替

わってない？」 

アイドル視点：アイドルだって普通の人間、恋愛くらいしたい  

オタク視点： 普通の人間を推すわけない、恋愛くらい我慢してほしい 

  

3 話「前職、アイドル」 

 陽介に入れ替わりを指摘された途端、身体が元に戻った凪沙と光。陽介は入れ替わりが自分の勘違いだったと納得する。何がきっかけで戻っ

たのかは定かではないが、光は元の身体に戻り一安心。一方凪沙は元に戻ったことで、このまま光がアイドルを辞めてしまうのではないかと思

い、再び光と入れ替わろうとあの手この手を使うが、変わらないままだ。 

 無事元の身体に戻った光は、アイドルを辞めたいと事務所に相談する。豊島や、チーフマネージャー津田沙耶香（35）は大反対。芸能界史

上トップレベルの美形である光を、事務所がそう簡単に手放すはずもない。豊島は光を引き留めるように、陽介に頼む。幼いころから一緒のダ

ンススクールに通い、光も心を許している幼馴染の陽介。だが陽介は引き留める気などさらさらない。表では光と仲良くしてきたが、実は昔か

ら光に劣等感を抱いており、同じグループでずっと辛い思いをして来ていたのだ。陽介はどれだけ努力しても、顔の良い光ばかり注目されるこ

とに耐えきれないため、光にはアイドルを辞めてもらいたいと思っている。 

 アイドルを辞める気でいる光に、沙耶香はアイドル以外の道に進む厳しさを教える。俳優業も前回のキスシーン拒否事件により仕事は来なく

なった。芸能界以外の仕事も、学歴も社会経験も無い光にとっては難しい。顔が良いだけでは、外の世界は厳しいという現実を目の当たりにし

て、惰性でアイドルを続けると言う光に、凪沙は怒りをあらわにする。今まで身を捧げて応援していた光に裏切られたと感じ、ファンを辞めよ

うとする。その中、光がライブ前に失踪したと豊島から連絡を受ける。もう自分には関係ないと無視しようとしたが、心よりも先に身体が動い

た凪沙。 

ようやく光を見つけ出した凪沙は、ライブ会場に連れ戻そうとする。すると再び、光と凪沙の身体が入れ替わった。その様子を見ていた陽介

は、二人の入れ替わりを確信する。 

アイドル視点：一生アイドルでいるしかない 

オタク視点：一生アイドルでいてほしい 

 

4 話「スポットライトが当たらない人」 

 再び入れ替わった凪沙と光。入れ替わりの現場に居合わせた陽介は、入れ替わった二人を支えると申し出る。何が入れ替わりのトリガーにな

るか不明な苦境でも、陽介という味方を得た光は安堵する。だが陽介はただ光のためを思ったわけではない。この状況を上手く利用し、何とし

てでも光を辞めさせようという魂胆だ。 

 凪沙は再び入れ替わったことをチャンスだと思い、光の身体でアイドル活動に熱を入れる。ファンに寄り添ったその姿勢は人が変わったよう 

だと、炎上により離れていたファンが戻ってきた。スターチューンのメンバー沢田歩（22）、鈴原玲（19）、望月圭太（21）も今まで足を引 

っ張ってきた光の変わりように、光を見直す。グループの仲も深まり、ドーム公演も夢ではなくなってきた。ただ一人、陽介は嬉しくない。光 

が落ちることで人気が並んだのに、凪沙の活躍でまた差が大きく開いたのだ。焦る陽介は、凪沙の躍進を止めようと、凪沙のことを探り始める。 



 

そんな中、大型アイドルフェスに出演したスターチューン。ここで新規ファンを獲得しようと張り切る凪沙だったが、ある女性アイドルグル 

ープと挨拶をしてから様子がおかしくなる。新人マネージャーというていで行動を共にしていた光も、いつもと違う凪沙の様子を気にかける。 

 光にも詳細を話したがらない凪沙だったが、ステージでは完璧に光を演じてみせる。それでも凪沙を心配する光に、陽介は調べ上げた凪沙の 

過去を吹き込む。そこで初めて、光は凪沙が昔アイドルを目指していたことを知る。そのことは今でも凪沙には心残りで、フェスに参加してい 

たアイドルが昔同じダンススクールに通っていた子だと気づき、動揺していたのだ。入れ替わった今、凪沙は叶えられなかったアイドルという 

夢を疑似的に堪能しているのではないかと考えた光。推しのためと言いつつ、結局自分のためではないかと疑心暗鬼になる。 

アイドル視点：推しのためと言いつつエゴを感じる  

オタク視点：全ては推しのため  

 

5 話「マイクをステージに置いた後」 

 十代のとき、凪沙はアイドルを目指していた。デビューを夢見てレッスンに励んでいたが、叶わず。絶望の中、凪沙はテレビの中の光を見つ

けた。夢を諦めた同時期にアイドルとしてデビューした光に、自分の姿を重ね凪沙はずっと応援してきた。 

 光は自分のために一生懸命に活動する凪沙に、少しずつ心を許していたが凪沙の過去を知り心が揺らぐ。協力関係だったはずの二人の間に溝

ができてしまう。その状況を利用して陽介は光にアイドルを辞めさせようと考える。光にあることないことを吹き込み、さらに二人の仲を引き

離す。 

 アイドル卒業を本格的に考えた光は、事務所を退所した元アイドルの先輩、上島和彦（35）に会いに行くことに。新人マネージャーの教育

という名目で沙耶香に場をセッティングしてもらった光は、上島にアイドル引退後の生活のことを聞く。トップアイドルとして駆け抜けた上島

は、引退後の落ち着いた生活に満足していた。後悔はないのかと問う光に、上島は衝撃の事実を打ち明ける。 

 一方、凪沙は自分の過去を光に知られたことに戸惑っていた。光のためとは言いつつ、自分の夢を疑似的に叶えようとしたのではないかと思

い悩む。光としてスターチューンの活動は続けるものの、身が入らない。そんな姿を見て心配したスターチューンのメンバーは、休日にみんな

で遊びに行くことに。スターチューンファンの凪沙は、メンバーの裏の顔を見てしまうのではないかと乗り気ではなかったが、本気で光を心配

する優しさに心が軽くなる。いつしかファンではなく、同じステージに立つ仲間としてスターチューンのメンバーを見るようになった凪沙。全

員の目標であるドーム公演を実現させるため、光として活動することを改めて決意する。 

 その矢先、光は元に戻れる可能性を見つけていた。 

アイドル視点： 自分の夢を見てほしい 

オタク視点：アイドルの夢を見させてほしい  

 

6 話「ステージ裏のアイドル」 

 光が上島から聞いたこと、それは上島も入れ替わりを経験していたということだった。現役アイドル時代、あまり目立った活動ができていな

かった上島がトップアイドルになったのは、入れ替わりが要因だったのだ。上島は光と同じように、当時のファンと入れ替わり、そのファンが

上島としてステージに立つことで、大きな人気を得たのだという。元の身体に戻り、上島はアイドルを引退。現在はそのファンと結婚し、平穏



 

な生活を送っていた。上島と同じことをすれば元の身体に戻れるのではないかと、希望を見つけた光。ファンと入れ替わったときの上島が成し

た功績を、凪沙にも達成してもらおうとする。本格的にマネージャーとしてスターチューンを支えることになった。 

 上島が元の身体に戻る前に達成したのは、ドーム公演。光は、光の身体で凪沙にドームを目指してもらうことに。早く元の身体に戻り、アイ

ドルを辞めたいという気持ちは隠し、凪沙との関係を修復する。そんな状況に焦った陽介は、元の身体に戻る戻らない関係なく、光を失墜させ

ることに。光と凪沙のツーショットを匿名で暴露系配信者に売ってしまう。 

 アイドルとマネージャーの恋愛というゴシップは、ファンの間で大炎上。凪沙と光は必死に否定するが、メンバーからも信用を失ってしまう。

グループ存続の危機の中、沙耶香はツーショットを売った人物の方に目を付けていた。身内のやったことだと勘づき、ついに犯人を特定。メン

バーの前で陽介を追い詰める。自暴自棄になった陽介は、今まで胸に秘めていた恨みつらみを光にぶつける。親友の本当の思いにショックを受

ける光。 

アイドル視点：メンバーと仲良くできないときもある 

オタク視点：メンバー仲良くしてほしい 

 

７話「目の前にいるということ、隣にいるということ」 

 恋愛スキャンダルの沈静のため、しばらくマネージャー業から離れることになった光。陽介への信頼が厚かった分、裏切りに大きく動揺して

いた。それは他のメンバーも同じ。ドームという目標に向け一致団結していたはずが、バラバラになってしまう。 

 現状を何とかしようと、凪沙は陽介と話し合うことにした。「自分は光のオマケ」だと弱音を吐く陽介を、凪沙はスターチューンの聖地に連

れ出す。結成日にメンバーで集まったファミレスは、ファンの間では聖地と呼ばれ、ファンが多く集う。変装しながらファンの様子を見た陽介

は、自分を推す熱意を目の当たりにして、光の陰に埋もれていたという考えを改める。 

 塞ぎ込んでいた光だが、再び陽介と向き合う。光がアイドルを続けられたのは、陽介が隣にいたからだ。絆を取り戻した光と陽介。そのとき、

光と凪沙の身体が元に戻る。光は他のメンバーのためにも、ドーム公演が叶うまではアイドルを続けると表明する。そのために、凪沙にはマネ

ージャーとしてこれからもそばにいてほしいと伝えるが、凪沙は光の前から去ってしまう。 

アイドル視点：隣にいるメンバーのおかげで頑張れる 

オタク視点：目の前に立つアイドルのおかげで頑張れる 

 

８話「推しがいなくなった人生」 

 一連の騒動は自分のせいだと感じた凪沙は、光の前からいなくなる。ただのファンとアイドルと言う関係に戻ろうとしたが、光の姿を見るこ

とも辛くなり、今まで集めたグッズを捨ててしまう。新たな推しを見つけようと、手あたり次第アイドルのライブに行くが、なかなか推しは見

つけられない。 

 スターチューンはようやくドーム公演の開催が決定する。だが光がまた、大失言をしてしまう。「俺がいなくなった人生を生きてほしい」。

その光の言葉は、ファンにとっては突き放されたように聞こえ、誹謗中傷が集まる。だが凪沙には、不器用ながらもファンのことを考えた光の

真意が伝わった。光からの連絡も無視していたが、ようやく応え光に会いに行く凪沙。そこで光は、凪沙にアイドルオーディションへの参加を

進める。自分の夢を追ってほしいと、凪沙の背中を押す。 



 

 自分の人生と向き合う覚悟をした凪沙は、アイドルオーディションに向かう。だが結果は不合格。審査員の心ない言葉に、凪沙は絶望する。

光に合わせる顔がないと落ち込む凪沙だったが、光から助けを求める連絡が。急いで光の元に向かうと、そこには光がアイドルになり、アイド

ルを辞めたい大きな理由、光の母親、花園桃実（40）がいた。 

アイドル視点：自分がいなくても生きてほしい 

オタク視点：推しがいなくちゃ生きていけない 

 

９話「アイドルでいる理由」 

 光の元に駆け付けた凪沙。すると二人は入れ替わってしまう。桃実は光の前に現れた凪沙を、中身は息子とは知らずに罵倒する。桃実は光の

恋愛スキャンダルを激しく拒否していた。中身は凪沙の息子に、桃実はアイドルを続けるよう叱責する。凪沙は桃実の話を聞いているうちに、

光が抱えていた問題を知ることになる。若い頃アイドル研究生として活動していた桃実は、光を妊娠したことをきっかけに志半ばで引退。光に

自分の夢を叶えさせようと、小さい時からレッスンを強制してきた。母の夢を追わされてきた光は、嫌気がさしアイドルを辞めたいと思うよう

になったのだ。 

 凪沙は自分の気持ちを押し殺し、光にアイドルを辞めさせる決意をする。上島のように元の身体に戻るには、ドーム公演の成功がカギだと考

えた二人。他のメンバーとともに最高のステージを作り出す準備を始める。 

 陽介は独自に入れ替わりの件について調べていた。そこで芸能神社の書物から、ヒントを見つける。 

アイドル視点：アイドルでいる理由はいろいろある 

オタク視点：アイドルでいる理由はファンのためであってほしい 

 

１０話「最高の景色」 

 ついに迎えたドーム公演。会場は大盛況。一面に広がるペンライトの光に、思わず涙を流す凪沙。光も、ステージ袖からその景色を目の当た 

りにし、圧倒される。ドーム公演は大成功。そして凪沙と光は元に、戻るかと思いきや一向に戻る気配がない。困惑する二人に、陽介は入れ替 

りの発動条件について話す。陽介の調べでは、芸能神社の神力により、二人の「アイドル辞めたい」「アイドルなりたい」という気持ちが重な 

ったときに入れ替わりが起こると考えられる。ドームからの景色を見て、凪沙は光にこの場所を返したいと思った。だが、光はもう一度アイド 

ルになりたいとは思えなかった。 

 凪沙は光に身体を返すために試行錯誤するが、光は桃実からのプレッシャーもあり、アイドルに戻りたいとは思えなかった。そこで凪沙は光 

のフリをして桃実と向き合う。凪沙が代弁した光の思いを聞いた桃実は、自分の夢で息子を縛ることを辞める。長年の母との確執を取り除いて 

くれた凪沙に感謝する光だったが、まだ心の底から戻りたいと思えずにいた。そこで凪沙は、光を始めて見たライブハウスに光を連れて行く。 

光を推していたときの思い出を話す凪沙。そして光のファンを降りることを伝える。「俺がいなくなった人生を生きてほしい」、光の言葉を行 

動に移すことにしたのだ。ステージを降りることも、自分の口から伝えてほしいと言われると、光と凪沙は元の身体に戻る。 

 その後、地下アイドルとして駆けだし中の凪沙。引退した光は、スマホで凪沙の姿を見る。アイドルとファン、交わらない関係に戻った。 

アイドル視点：ファンへ「今まで応援してくれてありがとう」 

オタク視点：アイドルへ「今まで応援させてくれてありがとう」 



 

         

「
も
は
や
オ
タ
ク
が
ア
イ
ド
ル
や
っ
た
方
が
い
い
」 

１
話 

 
 

 
 

仲
村
ゆ
う
な
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〇
テ
レ
ビ
局
・
ス
タ
ジ
オ 

 
 

 

音
楽
番
組
の
収
録
中
。 

司
会
者
「
さ
、
続
い
て
は
今
大
注
目
の
ア
イ
ド
ル
グ 

ル
ー
プ
ス
タ
ー
チ
ュ
ー
ン
で
す
」 

 
 

 
カ
メ
ラ
に
抜
か
れ
る
沢
田
歩
（2

2

）
・
鈴
原

怜
（1

9
）
・
望
月
圭
太
（2

1

）
・
別
所
陽
介

（2
0

）
。 

司
会
者
「
メ
ン
バ
ー
の
花
園
光
く
ん
」 

花
園

光
ひ
か
る

（2
0

）
が
カ
メ
ラ
に
抜
か
れ
る
と
、

観
客
席
か
ら
ひ
と
際
大
き
な
歓
声
が
上
が
る
。 

光
「
は
い
」 

司
会
者
「
国
民
的
イ
ケ
メ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
一
位
、
お 

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」 

 
 

司
会
者
、
光
が
載
っ
た
雑
誌
を
広
げ
る
。 

司
会
者
「
ア
イ
ド
ル
誌
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
の
読
者
投
票 

 

で
ぶ
っ
ち
ぎ
り
の
一
位
だ
っ
た
ん
だ
っ
て
ね
！
」 

 
 

司
会
者
、
光
に
花
束
を
渡
す
。 

司
会
者
「
ど
う
で
す
か
、
今
の
お
気
持
ち
は
」 

光
「
え
、
別
に
花
は
い
ら
な
い
か
な
」 
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〇
Ｓ
Ｎ
Ｓ
画
面 

 
 

 

光
の
動
画
を
引
用
し
た
多
数
の
投
稿
。 

女
の
声
「
失
礼
す
ぎ
る
！
」 

男
の
声
「
せ
っ
か
く
祝
っ
て
も
ら
っ
た
の
に
！
」 

 

〇
出
版
社
・
会
議
室 

 
 

 

写
真
を
撮
ら
れ
な
が
ら
取
材
を
受
け
て
い
る

光
。 

カ
メ
ラ
マ
ン

「
（

ぼ
そ
っ
と
）
か
っ
こ
い
い…
…

」 

記
者
「
ス
タ
ー
チ
ュ
ー
ン
は
魅
力
的
な
楽
曲
も
人
気 

の
理
由
で
す
が
、
普
段
歌
詞
は
ど
の
よ
う
に
覚
え 

て
い
る
ん
で
す
か
？
」 

光
「
覚
え
て
な
い
で
す
ね
。
長
い
ん
で
」 

 

〇
Ｓ
Ｎ
Ｓ
画
面 

 
 

 

光
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
が
引
用
さ
れ
た
多

数
の
投
稿
。 

女
の
声
「
プ
ロ
意
識
が
無
さ
す
ぎ
る
！
」 

女
の
声
「
だ
か
ら
よ
く
歌
詞
間
違
え
て
ん
だ
ろ
！
」 
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〇
マ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
ビ
ン
グ 

 
 

 

ソ
フ
ァ
に
座
っ
て
い
る
光
、
ス
マ
ホ
で
自
撮

り
す
る
。 

 
〇
Ｓ
Ｎ
Ｓ
画
面 

 
 

 

光
の
自
撮
り
写
真
が
投
稿
さ
れ
る
。 

 
 

 

瞬
時
に
多
数
の
返
信
が
つ
く
。 

女
の
声
「
女
の
手
が
映
り
込
ん
で
る
！
」 

 
 

 

光
の
自
撮
り
写
真
の
端
が
拡
大
さ
れ
る
と
、

ネ
イ
ル
を
し
た
女
の
手
が
映
り
込
ん
で
い
る
。 

女
の
声
「
ア
イ
ド
ル
と
し
て
の
意
識
が
低
す
ぎ
」 

女
の
声
「
こ
れ
は
ダ
メ
だ
っ
て
オ
タ
ク
で
も
分
か
る
」 

女
の
声
「
残
念
な
ア
イ
ド
ル
」 

 

〇
ア
リ
ー
ナ
・
ロ
ビ
ー 

 
 

 

ス
マ
ホ
を
見
な
が
ら
大
き
く
た
め
息
を
つ
く

山
田
凪
沙
（2

0

）
。 

 
 

 

辻
村
凛
奈
（2

2

）
、

段
ボ
ー
ル
箱
を
持
っ
て

く
る
。 

凛
奈
「
ク
ソ
デ
カ
た
め
息
。
ど
う
し
た
、
せ
っ
か
く 
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推
し
の
現
場
に
入
れ
た
の
に
」 

 
 

凛
奈
、
段
ボ
ー
ル
の
中
か
ら
光
の
顔
が
プ
リ

ン
ト
さ
れ
た
う
ち
わ
を
取
り
出
す
。 

凪
沙
「
バ
イ
ト
で
入
っ
て
も
仕
方
な
い
ん
だ
よ
。
て 

い
う
か
聞
い
て
」 

凛
奈
「
ま
た
炎
上
し
た
？ 

よ
く
燃
え
る
ね
ー
、
凪 

沙
の
推
し
は
」 

凪
沙
「
今
回
は
女
が
映
り
込
ん
だ
写
真
を
公
式
Ｓ
Ｎ 

Ｓ
に
投
稿
し
た
っ
て
」 

凛
奈
「
ア
ホ
す
ぎ
る
。
よ
く
そ
ん
な
の
推
し
て
る
ね
」 

凪
沙
「
だ
っ
て
」 

凛
奈
「
だ
っ
て
？
」 

凪
沙
「
死
ぬ
ほ
ど
顔
が
良
い
」 

 
 

 

凪
沙
、
光
の
う
ち
わ
を
見
つ
め
る
。 

凛
奈
「
顔
だ
け
は
ね
。
や
っ
ぱ
ト
ッ
プ
に
な
る
に
は 

顔
だ
け
じ
ゃ
ね
ぇ
。
光
は
顔
以
外
ポ
ン
コ
ツ
す
ぎ
」 

凪
沙
「
こ
ん
な
に
お
顔
が
天
才
な
の
に
ね
。
も
は
や 

私
の
方
が
う
ま
く
ア
イ
ド
ル
で
き
る
よ
。
も
っ
た 

い
な
い
。…

…

ん
？
」 

 
 

凪
沙
、
う
ち
わ
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
。 
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凪
沙
「
ち
ょ
っ
と
こ
れ
破
け
て
な
い
？ 

ほ
ら
端
っ 

こ
の
と
こ
」 

凛
奈
「
ほ
ん
と
だ
」 

凪
沙
「
ち
ょ
っ
と
牧
野
さ
ん
に
言
っ
て
く
る
」 

 

〇
同
・
廊
下 

 
 

 

う
ち
わ
を
持
っ
て
歩
い
て
い
る
凪
沙
。 

ふ
と
会
場
へ
の
入
口
を
見
る
と
、
隙
間
か
ら

演
出
照
明
の
光
が
漏
れ
て
い
る
。 

 
 

 

凪
沙
、
周
囲
を
見
渡
す
。 

こ
そ
こ
そ
と
入
口
に
向
か
う
。 

 

〇
同
・
会
場
内 

 
 

 

ラ
イ
ブ
の
リ
ハ
ー
サ
ル
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

 
 

 

凪
沙
、
会
場
を
見
渡
す
。 

 
 

 

派
手
な
装
飾
や
照
明
が
つ
い
て
い
る
会
場
内
。 

凪
沙
「
い
い
な…

…

」 

ス
タ
ッ
フ
の
声

「
（

マ
イ
ク
を
通
し
て
）
は
い
、
そ 

こ
で
光
出
て
来
る
」 

凪
沙
「
え
」 
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光
、
凪
沙
の
す
ぐ
横
の
ス
テ
ー
ジ
か
ら
ポ
ッ

プ
ア
ッ
プ
で
飛
び
出
る
。 

 
 

 

凪
沙
、
ス
テ
ー
ジ
の
方
を
見
る
と
、
飛
び
出

て
来
た
空
中
の
光
と
目
が
合
う
。 

 
 

 
見
つ
め
合
う
凪
沙
と
光
。 

 
 

 

光
、
着
地
す
る
が
足
が
も
つ
れ
る
。 

光
「
う
わ
」 

 
 

 

ス
テ
ー
ジ
か
ら
落
ち
そ
う
に
な
る
光
。 

凪
沙
「
光
く
ん
！
」 

 
 

 

凪
沙
、
落
下
し
そ
う
な
光
に
駆
け
寄
る
。 

 

〇
同
・
医
務
室 

 
 

 

目
を
閉
じ
て
い
る
中
、
周
囲
の
声
が
聞
こ
え

て
く
る
。 

ス
タ
ッ
フ
の
声
「
ス
テ
ー
ジ
か
ら
落
ち
た
と
こ
ろ
で 

ぶ
つ
か
っ
て
」 

ス
タ
ッ
フ
の
声
「
今
日
は
？ 

出
れ
る
の
？
」 

凪
沙
（
Ｍ
）
「
何
？ 

何
が
あ
っ
た
の
？ 

光
く 

ん
？ 

光
く
ん
は
！
」 

 
 

 

目
を
開
け
る
と
、
寝
転
ん
だ
視
点
か
ら
天
井 
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が
見
え
る
。 

ス
タ
ッ
フ

「
（

顔
を
覗
き
込
ん
で
き
て
）
光
！
」 

光
の
声
「
え
？
」 

 
 

 

起
き
上
が
り
、
姿
見
に
映
っ
た
の
は
光
の
姿
。 

 
 

 
鏡
の
中
で
自
分
の
顔
を
触
る
光
。 

光
（
凪
沙
）
「
わ
、
か
っ
こ
い
い…

…

。
ん
？
」 

 
 

 

隣
の
ベ
ッ
ド
か
ら
凪
沙
（
光
）
が
起
き
上
が

る
。 

 
 

 

凪
沙
（
光

）
、

横
を
向
き
、
光
（
凪
沙
）
と

目
が
合
う
。 

凪
沙
（
光
）
「
俺…

…

？
」 

光
（
凪
沙
）
「
私…

…

？
」 

光
（
凪
沙
）
・
凪
沙
（
光
）
「
え
ー
！
」 

  
 

 
×

 
×

 
×

 

 
 

 

 
 

 

横
並
び
の
ベ
ッ
ド
で
寝
転
ん
で
い
る
凪
沙

（
光
）
と
光
（
凪
沙
）
の
姿
。 

ス
タ
ッ
フ
「
じ
ゃ
あ
し
ば
ら
く
安
静
に
し
て
て
く
だ 

さ
い
ね
」 
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ス
タ
ッ
フ
、
ベ
ッ
ド
周
り
の
カ
ー
テ
ン
を
閉

め
出
て
行
く
。 

 
 

 

凪
沙
（
光
）
・
光
（
凪
沙

）
、

顔
を
横
に
向

け
て
見
つ
め
合
う
。 

凪
沙
（
光
）
「
こ
れ
っ
て
」 

光
（
凪
沙
）
「
入
れ
替
わ
っ
て
る
っ
て
こ
と
、
で
す 

ね
」 

 
 

 

光
（
凪
沙

）
、

起
き
上
が
り
凪
沙
（
光
）
の

顔
を
覗
き
込
む
。 

光
（
凪
沙
）
「
光
く
ん
！ 

ケ
ガ
は
な
い
？ 

大
丈 

夫
？ 

光
く
ん
に
も
し
も
の
こ
と
が
あ
っ
た
ら
！
」 

凪
沙
（
光
）
「
い
や
今
は
俺
の
身
体
、
そ
っ
ち
だ
し
」 

光
（
凪
沙
）
「
あ
、
あ
ぁ…

…

。
そ
っ
か
」 

 
 

 

光
（
凪
沙

）
、

身
体
を
見
ま
わ
し
て
、 

光
（
凪
沙
）
「
ケ
ガ
は…

…

。
わ
ぁ
、
お
肌
き
れ
い
。 

 

っ
痛
。
（
指
で
唇
に
触
れ
）
唇
切
れ
て
る
？
｝ 

凪
沙
（
光
）
「…

…

そ
う
い
え
ば
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
」 

  
 

 
×

 
×

 
×

 

 
 

 

（
フ
ラ
ッ
シ
ュ
） 
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空
中
か
ら
落
ち
て
来
る
光
、
真
下
に
い
た
凪

沙
と
顔
が
近
づ
く
。 

  
 

 
×

 
×

 
×

 

 

光
（
凪
沙
）
「
そ
れ
っ
て…

…

」 

凪
沙
（
光
）
「
も
う
一
回
キ
ス
し
た
ら
元
に
戻
る
か 

も
」 

 
 

 

凪
沙
（
光

）
、

光
（
凪
沙
）
の
頬
に
手
を
添

え
て
顔
を
近
づ
け
る
。 

光
（
凪
沙
）
「
ダ
メ
ー
！
」 

 
 

 

光
（
凪
沙

）
、

凪
沙
（
光
）
を
突
き
飛
ば
す
。 

凪
沙
（
光
）
「
う
わ
」 

光
（
凪
沙
）
「
ご
め
ん
な
さ
い
！ 

あ
、
私
の
身
体 

か
」 

凪
沙
（
光
）
「
キ
ス
な
ん
て
嫌
だ
ろ
う
け
ど
、
戻
る 

に
は
」 

光
（
凪
沙
）
「
嫌
な
わ
け
な
く
な
い
で
す
か
！ 

推 

し
で
す
よ
！
」

 
 

凪
沙
（
光
）
「
え
？
」 
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光
（
凪
沙
）
「
あ
の
、
申
し
遅
れ
ま
し
た
が
私
光
く 

ん
の
オ
タ
ク
を
や
っ
て
お
り
ま
し
て
」 

凪
沙
（
光
）
「
オ
タ
ク
？
」 

光
（
凪
沙
）
「
あ
、
え
っ
と
フ
ァ
ン
っ
て
こ
と
で
す
」 

凪
沙
（
光
）
「
あ
、
そ
う
な
ん
だ
。
ど
う
も…

…

。 

じ
ゃ
あ
」 

凪
沙
（
光

）
、

光
（
凪
沙
）
に
顔
を
近
づ
け

る
。 

光
（
凪
沙
）
「
ダ
メ
ー
！
」 

 
 

 

光
（
凪
沙

）
、

凪
沙
（
光
）
を
突
き
飛
ば
す
。 

凪
沙
（
光
）
「
何
で
？ 

俺
の
こ
と
好
き
な
ん
で
し 

ょ
？
」 

光
（
凪
沙
）
「
リ
ア
コ
で
は
な
い
ん
で
！
」 

凪
沙
（
光
）
「
リ
ア
、
え
？
」 

光
（
凪
沙
）
「
光
く
ん
の
こ
と
大
好
き
で
す
け
ど
、 

 

リ
ア
ル
で
恋
愛
関
係
に
な
り
た
い
系
の
オ
タ
ク
じ 

ゃ
な
い
ん
で
！ 

あ
く
ま
で
崇
め
奉
っ
て
た
い
系

の
オ
タ
ク
や
っ
て
る
ん
で
！
」 

凪
沙
（
光
）
「
よ
く
分
か
ん
な
い
け
ど
、
キ
ス
し
た 

く
な
い
っ
て
こ
と
？
」 
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光
（
凪
沙
）
「
そ
も
そ
も
ア
イ
ド
ル
が
キ
ス
な
ん
て 

し
ち
ゃ
い
け
な
く
な
い
で
す
か
！
」 

凪
沙
（
光
）
「
い
や
普
通
に
し
ま
す
け
ど
」 

光
（
凪
沙
）

「
（

手
で
耳
を
塞
い
で
）
わ
ー
！
」 

沙
耶
香
の
声
「
光
ー
？ 

入
る
よ
ー
」 

津
田
沙
耶
香
（3

5

）
、

入
っ
て
来
る
。 

沙
耶
香
「
光
？ 
大
丈
夫
？
」 

凪
沙
（
光
）
「
沙
耶
香
さ
ん
！
」 

光
（
凪
沙
）
「
沙
耶
香
さ
ん
？ 

う
わ
ー
！ 

沙
耶 

香
さ
ん
だ
！ 

結
成
当
初
か
ら
ス
タ
チ
ュ
を
支
え

た
名
物
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
沙
耶
香
さ
ん
だ
！ 

い

つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

沙
耶
香
「
何
改
ま
っ
て
。
頭
ぶ
つ
け
て
お
か
し
く
な 

っ
た
？
」 

凪
沙
（
光
）
「
そ
う
！ 

そ
う
な
ん
で
す
！ 

俺
ら 

ぶ
つ
か
っ
て
中
身
が
入
れ
替
わ
っ
て
！
」 

沙
耶
香
「
え
？
」 

凪
沙
（
光
）
「
俺
、
光
で
す
！
」 

 
 

 

凪
沙
（
光

）
、

光
（
凪
沙
）
を
指
さ
し
て
、 

光
（
凪
沙
）
「
こ
っ
ち
、
見
た
目
は
俺
で
す
け
ど
中 
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身
は
違
く
っ
て
」 

 
 

 

沙
耶
香
、
凪
沙
（
光
）
と
光
（
凪
沙
）
を
交

互
に
見
る
。 

 

 
 

沙
耶
香
、
光
（
凪
沙
）
の
頭
を
掴
み
、
凪
沙

（
光
）
に
向
か
っ
て
下
げ
さ
せ
る
。 

沙
耶
香
「
ご
め
ん
な
さ
い
ね
、
う
ち
の
タ
レ
ン
ト
が 

変
な
こ
と
に
付
き
合
わ
せ
ち
ゃ
っ
て
」 

凪
沙
（
光
）
「
い
や
沙
耶
香
さ
ん
」 

沙
耶
香
「
光
、
動
け
る
な
ら
と
り
あ
え
ず
楽
屋
来
て
」 

光
（
凪
沙
）
「
あ
の
」 

沙
耶
香
「
で
は
失
礼
し
ま
す
」 

 
 

 

沙
耶
香
、
光
（
凪
沙
）
を
引
っ
張
っ
て
出
て

行
く
。 

光
（
凪
沙
）
「
光
く
ん
ー
！
」 

凪
沙
（
光
）
「
待
っ
て
！
」 

 

〇
同
・
廊
下 

 
 

 

沙
耶
香
、
光
（
凪
沙
）
の
腕
を
引
き
ズ
ン
ズ

ン
歩
い
て
い
く
。 

沙
耶
香
「
漫
画
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
。
も
っ
と
ま
と 
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も
な
嘘
付
け
な
い
の
？
」 

光
（
凪
沙
）
「
あ
の
私
た
ち
本
当
に
入
れ
替
わ
っ
て
」 

沙
耶
香
「
あ
ん
た
さ
ぁ
、
真
剣
に
や
ん
な
い
と
他
の 

メ
ン
バ
ー
に
示
し
つ
か
な
い
よ
」 

 
 

 
凪
沙
（
光

）
、

沙
耶
香
た
ち
を
追
い
か
け
て

来
る
。 

 
 

 

警
備
員
、
凪
沙
（
光
）
に
気
づ
い
て
、 

警
備
員
「
ち
ょ
っ
と
。
パ
ス
な
い
と
こ
っ
ち
入
れ
ま 

せ
ん
よ
」 

 
 

警
備
員
、
凪
沙
（
光
）
を
止
め
る
。 

凪
沙
（
光
）
「
違
う
ん
で
す
。
俺
は
」 

 

〇
同
・
楽
屋 

 
 

 

沙
耶
香
・
光
（
凪
沙

）
、

入
っ
て
来
る
。 

 
 

 

歩
・
怜
・
圭
太
・
陽
介
、
駆
け
寄
っ
て
来
る
。 

歩
「
大
丈
夫
？
」 

凪
沙
（
Ｍ
）
「
フ
ァ
イ
ヤ
ー
レ
ッ
ド
担
当
、
情
熱
で 

引
っ
張
る
最
年
長
、
歩
く
ん
！
」 

怜
「
心
配
さ
せ
や
が
っ
て
」 

凪
沙
（
Ｍ
）
「
ク
ー
ル
ブ
ル
ー
担
当
、
俺
様
胸
キ
ュ 
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ン
メ
ー
カ
ー
、
怜
様
！
」 

圭
太
「
顔
は
傷
つ
い
て
な
い
ね
。
よ
か
っ
た
」 

凪
沙
（
Ｍ
）
「
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ピ
ン
ク
担
当
、 

あ
ざ
と
番
長
、
圭
太
き
ゅ
ん
！
」 

陽
介
「
水
飲
む
？
」 

凪
沙
（
Ｍ
）
「
に
こ
に
こ
グ
リ
ー
ン
担
当
、
癒
し
し 

か
勝
た
ん
、
陽
介
く
ん
！
」

 
 

光
（
凪
沙
）
「
視
界
が
豪
華
す
ぎ…

…

」 

陽
介
「
光
？
」 

光
（
凪
沙
）

「
（

ハ
ッ
と
し
て
）
あ
、
あ
の
私
」 

沙
耶
香
「
脳
震
盪
と
か
も
な
い
し
大
丈
夫
そ
う
な
ん 

だ
け
ど
、
ま
ぁ
大
事
を
取
っ
て
光
は
出
な
い
っ
て 

い
う
の
で
も
い
い
か
な
っ
て
」 

光
（
凪
沙
）
「
え
」 

沙
耶
香
「
出
る
の
？ 

出
れ
る
の
？ 

光
」 

 
 

 

一
同
、
光
（
凪
沙
）
を
見
る
。 

 
 

 

光
（
凪
沙

）
、

鏡
を
見
る
。 

 
 

 

困
り
顔
の
光
の
姿
が
鏡
に
映
っ
て
い
る
。 

光
（
凪
沙
）
「
い
や
ぁ…

…

」 

沙
耶
香
「
う
ん
、
光
は
休
み
で
」 
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歩
「
そ
う
で
す
ね
、
仕
方
な
い
」 

圭
太
「
じ
ゃ
あ
光
の
パ
ー
ト
僕
や
る
」 

怜
「
ハ
ピ
サ
マ
の
時
は
俺
が
し
た
方
が
よ
く
な
い
？
」 

 
 

 

光
（
凪
沙

）
、

テ
ー
ブ
ル
を
見
る
と
グ
ッ
ズ

の
う
ち
わ
が
置
い
て
あ
る
。 

 
 

 

見
つ
め
、
拳
を
ぎ
ゅ
っ
と
握
り
し
め
る
。 

沙
耶
香
「
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
は
」 

光
（
凪
沙
）
「―

―

あ
の
！
」 

 
 

 

光
（
凪
沙
）
を
見
る
一
同
。 

光
（
凪
沙
）
「
私
、
出
ま
す
！
」 

歩
「
身
体
は
大
丈
夫
な
の
？
」 

光
（
凪
沙
）
「
は
い
！ 

あ
、
こ
れ
衣
装
で
す
か
ね
。 

着
替
え
ま
す
」 

 
 

光
（
凪
沙

）
、

衣
装
を
持
ち
仕
切
り
カ
ー
テ

ン
の
奥
に
入
る
。 

 
 

凪
沙
（
光

）
、

カ
ー
テ
ン
の
中
に
入
っ
て
来

る
。 

光
（
凪
沙
）
「
光
く
ー
ー
」 

凪
沙
（
光
）
「
し
っ
！ 

（
小
声
で
）
あ
ん
た
何
言 

っ
て
ん
の
？
」 
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光
（
凪
沙
）
「
え
？
」 

凪
沙
（
光
）
「
ラ
イ
ブ
出
る
っ
て
？
」 

光
（
凪
沙
）
「
は
い
。
あ
の
、
着
替
え
た
い
ん
で
す 

け
ど
光
く
ん
着
替
え
さ
せ
て
く
れ
ま
せ
ん
？
」 

凪
沙
（
光
）
「
は
い
？
」 

光
（
凪
沙
）
「
光
く
ん
の
裸
見
る
わ
け
に
い
か
な
ん 

で
」 

凪
沙
（
光
）
「
い
や
別
に
見
て
い
い
け
ど
」 

光
（
凪
沙
）
「
見
た
く
あ
り
ま
せ
ん
！
」 

凪
沙
（
光
）
「
ラ
イ
ブ
の
時
脱
ぐ
演
出
あ
る
と
盛
り 

上
が
っ
て
る
じ
ゃ
ん
」 

光
（
凪
沙
）
「
あ
、
オ
タ
ク
は
光
く
ん
の
裸
に
歓
喜 

し
て
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
盛
り
上
げ
よ
う
と
言
う
心

意
気
に
ぶ
ち
上
が
っ
て
る
だ
け
で
す
」 

凪
沙
（
光
）
「
そ
う
な
の
？
」 

光
（
凪
沙
）
「
む
し
ろ
お
腹
冷
え
る
ん
で
着
て
も
ら 

っ
て
た
方
が
い
い
で
す
」 

歩
の
声
「
光
ー
？
」 

光
（
凪
沙
）
「
早
く
着
替
え
な
き
ゃ
！ 

光
く
ん
、 

お
願
い
し
ま
す
」 
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光
（
凪
沙

）
、

来
て
い
る
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
裾
を 

凪
沙
（
光
）
に
掴
ま
せ
る
。 

凪
沙
（
光
）
「
ま
じ
で
出
る
気
？
」 

陽
介
「
光
？ 

大
丈
夫
？
」 

 
 

 
陽
介
・
歩
・
圭
太
・
怜
、
カ
ー
テ
ン
を
開
け

る
。 

 
 

 

Ｔ
シ
ャ
ツ
を
脱
が
そ
う
と
し
て
い
る
凪
沙

（
光
）
・
脱
が
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
光

（
凪
沙
）
の
姿
。 

圭
太
「
新
し
い
彼
女
？
」 

光
（
凪
沙
）
「
い
え
！ 

た
だ
の
オ
タ
ク
で
す
！
」 

 
 

 
 

〇
同
・
ロ
ビ
ー 

 
 

 

警
備
員
に
連
れ
ら
れ
た
凪
沙
（
光

）
、

歩
い 

 
 

 

て
く
る
。 

 
 

 

牧
野
忠
（4

0

）
、

駆
け
て
く
る
。 

牧
野
「
う
ち
の
ス
タ
ッ
フ
が
ご
迷
惑
お
か
け
し
ま
し 

た
」 

警
備
員
「
お
願
い
し
ま
す
ね
」 

牧
野
「
大
丈
夫
？ 

ケ
ガ
の
次
は
楽
屋
侵
入
っ
て…
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…

。
凪
沙
ち
ゃ
ん
ら
し
く
な
い
ね
」 

凪
沙
（
光
）
「
ま
ぁ
、
そ
れ
は…

…

」 

牧
野
「
無
理
し
な
い
で
早
退
し
て
も
い
い
ん
だ
よ
？
」 

凪
沙
（
光
）
「
い
や
、
大
丈
夫
で
す
。
（
ぼ
そ
っ
と
） 

ど
こ
に
帰
る
か
も
分
か
ん
な
い
し
」 

牧
野
「
ま
ぁ
う
ち
も
凪
沙
ち
ゃ
ん
い
て
く
れ
た
ら
助 

か
る
け
ど
」 

 
 

凛
奈
、
駆
け
寄
っ
て
来
る
。 

凛
奈
「
凪
沙
！ 

大
丈
夫
？
」 

凪
沙
（
光
）
「
凪
沙…

…

。
あ
、
は
い
。
大
丈
夫
で 

す
」 

牧
野
「
早
退
し
な
く
て
大
丈
夫
だ
っ
て
言
う
か
ら
さ
」 

凛
奈
「
え
ー
、
ほ
ん
と
に
？
」 

牧
野
「
ま
ぁ
な
ん
か
あ
っ
た
ら
呼
ん
で
」 

凛
奈
「
は
ー
い
」 

 
 

 

牧
野
、
歩
い
て
い
く
。 

凛
奈
「
具
合
悪
く
な
っ
た
ら
言
う
ん
だ
よ
？
」 

凪
沙
（
光
）
「
は
い
」 

凛
奈
「
じ
ゃ
そ
ろ
そ
ろ
始
ま
る
か
ら
準
備
し
よ
」 

凪
沙
（
光
）
「
あ
の
、
え
っ
と…

…

」 
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〇
同
・
楽
屋
（
夜
） 

衣
装
に
着
替
え
た
光
（
凪
沙

）
、

鏡
の
前
に 

立
っ
て
い
る
。 

光
（
凪
沙
）
「
ビ
ジ
ュ
大
爆
発…

…

」 

圭
太
「
ほ
ん
と
に
出
す
の
？
」 

沙
耶
香
「
本
人
が
出
る
っ
て
言
っ
て
ん
だ
か
ら
」 

光
（
凪
沙
）
「
頑
張
り
ま
す
。
光
く
ん
の
パ
ー
ト
も 

フ
リ
も
全
部
入
っ
て
る
ん
で
！
」 

怜
「
当
た
り
前
だ
ろ
」 

光
（
凪
沙
）
「
あ
」 

圭
太
「
ま
た
ク
オ
リ
テ
ィ
低
い
っ
て
炎
上
さ
れ
る
よ 

り
休
ん
で
も
ら
っ
た
方
が
い
い
ん
だ
け
ど
」 

歩
「
圭
太
、
言
い
方
」 

怜
「
確
か
に
。
フ
ァ
ン
も
ボ
ロ
ボ
ロ
の
ス
テ
ー
ジ
見 

る
よ
り
は
」 

光
（
凪
沙
）
「
推
し
な
ん
て
い
る
だ
け
で
大
優
勝
な 

ん
で
す
よ
！
」 

 
 

一
同
、
驚
い
て
光
（
凪
沙
）
を
見
る
。 

光
（
凪
沙
）
「
今
日
ま
で
頑
張
っ
て
生
き
て
来
た
の 
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に
、
い
ざ
来
た
ら
光
く
ん
が
い
な
い
な
ん
て
辛
す

ぎ
ま
す
！
」 

怜
「
別
に
ま
た
来
れ
ば
よ
く
な
い
？
」 

光
（
凪
沙
）
「
チ
ケ
ッ
ト
は
そ
う
そ
う
当
た
ら
な
い 

ん
で
す
！ 

オ
タ
ク
に
ま
た
な
ん
て
な
い
ん
で

す
！
」 

 
 

光
（
凪
沙

）
、

大
き
く
息
を
吸
っ
て
、 

光
（
凪
沙
）
「
フ
ァ
ン
の
た
め
に
、
光
く
ん
は
ス
テ 

ー
ジ
に
立
た
な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す
！
」 

陽
介
「…

…

光
が
そ
ん
な
こ
と
言
う
な
ん
て
」 

歩
「
フ
ァ
ン
の
こ
と
考
え
ら
れ
る
ん
だ
」 

圭
太
「
光
さ
ー
、
ど
う
し
ち
ゃ
っ
た
の
」 

 
 

 

圭
太
、
光
（
凪
沙
）
を
見
る
。 

圭
太
「
急
に
や
る
気
出
し
ち
ゃ
っ
て
。
ア
イ
ド
ル
辞 

め
る
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
？
」 

光
（
凪
沙
）
「
え
」 

 

〇
同
・
入
口
前
（
夜
） 

 
 

 

多
く
の
女
性
フ
ァ
ン
が
入
場
し
て
く
る
。 
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〇
同
・
ロ
ビ
ー
（
夜
） 

 
 

 

グ
ッ
ズ
を
買
う
人
で
ご
っ
た
返
し
て
い
る
。 

 
 

 

凪
沙
（
光
）
・
凛
奈
、
物
販
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
働
い
て
い
る
。 

女
「
怜
く
ん
の
う
ち
わ
三
枚
く
だ
さ
い
」 

凪
沙
（
光
）
「
う
ち
わ
三
枚…

…

」 

 
 

 

凪
沙
（
光

）
、

た
ど
た
ど
し
く
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
操
作
す
る
。 

凪
沙
（
光
）
「
や
ば
、
違
う
か
」 

凛
奈
「
や
っ
ぱ
調
子
悪
い
ん
じ
ゃ
な
い
？ 

大
丈 

夫
？
」 

 
 

凛
奈
、
代
わ
り
に
操
作
す
る
。 

凛
奈
「
会
計
と
か
私
や
る
か
ら
、
凪
沙
は
商
品
だ
け 

持
っ
て
こ
れ
る
？
」 

凪
沙
（
光
）
「
す
み
ま
せ
ん…

…

」 

凛
奈
「
お
支
払
い
カ
ー
ド
で
す
ね
ー
」 

 
 

凪
沙
（
光

）
、

段
ボ
ー
ル
か
ら
う
ち
わ
を
取 

り
出
す
。 

凪
沙
（
光
）

「
（

ぼ
そ
っ
と
）
や
っ
ぱ
何
も
で
き
な 

い
な
、
俺
」 
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凛
奈
、
凪
沙
（
光
）
か
ら
う
ち
わ
を
受
け
取 

 

 
 

り
女
に
渡
す
。 

凛
奈
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ー
。
次
の
方
ど 

う
ぞ
ー
」 

小
学
生
く
ら
い
の
女
の
子
、
レ
ジ
の
前
に
来

る
。 

女
の
子
「
光
く
ん
の
う
ち
わ
と
、
ペ
ン
ラ
イ
ト
と
。 

タ
オ
ル
と
マ
グ
カ
ッ
プ
と
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
と
、
あ

と
ポ
ー
チ
と
光
く
ん
の
ア
ク
ス
タ
く
だ
さ
い
」 

凪
沙
（
光
）
「
そ
ん
な
に
？
」 

女
の
子
「
こ
の
日
の
た
め
に
お
小
遣
い
貯
め
た
ん
だ 

も
ん
！
」 

 
 

凪
沙
（
光

）
、

周
囲
を
見
渡
す
。 

 
 

た
く
さ
ん
の
グ
ッ
ズ
を
購
入
し
て
い
る
フ
ァ 

ン
た
ち
。 

女
の
声
「
い
や
で
も
こ
れ
で
光
く
ん
が
お
い
し
い
も 

の
食
べ
れ
る
と
思
っ
た
ら
」 

女
の
声
「
タ
ダ
み
た
い
な
も
ん
」 

女
の
声
「
こ
の
た
め
に
働
い
て
き
た
ん
だ
も
ん
ね
」 

 
 

 

凛
奈
、
商
品
を
入
れ
た
袋
を
女
の
子
に
渡
す
。 



23 
 

凛
奈
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
楽
し
ん
で
ね
」 

 
 

 

女
の
子
、
袋
を
受
け
取
り
笑
顔
に
な
る
。 

女
の
子
「
あ
り
が
と
う
！
」 

 
 

 

凪
沙
（
光

）
、

レ
ジ
を
見
る
。 

中
に
は
札
束
が
多
数
入
っ
て
い
る
。 

 

〇
同
・
舞
台
裏
（
夜
） 

ス
タ
ッ
フ
の
声
「
配
置
オ
ッ
ケ
ー
で
す
！
」 

 
 

 

光
（
凪
沙

）
、

鏡
を
見
つ
め
て
い
る
。 

光
（
凪
沙
）
「
辞
め
ち
ゃ
う
の
？ 
光
く
ん…

…

」 

 
 

 

陽
介
、
光
（
凪
沙
）
の
隣
に
来
る
。 

陽
介
「
無
理
し
な
い
で
ね
」 

光
（
凪
沙
）
「
あ
、
あ
り
が
と
う
」 

陽
介
「…

…

い
ろ
い
ろ
」 

 
 

 

陽
介
、
光
（
凪
沙
）
を
見
て
、 

陽
介
「
光
が
ア
イ
ド
ル
で
い
る
こ
と
に
苦
し
ん
で
る 

の
は
、
見
て
れ
ば
分
か
る
か
ら
」 

光
（
凪
沙
）
「
苦
し
ん
で
る
？
」 

陽
介
「
も
と
も
と
光
は
ア
イ
ド
ル
向
い
て
る
性
格
じ 

ゃ
な
い
し
。
流
さ
れ
る
ま
ま
デ
ビ
ュ
ー
し
ち
ゃ
っ 
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た
で
し
ょ
？ 

そ
し
た
ら
炎
上
続
き
で
。
残
念
な

ア
イ
ド
ル
な
ん
て
言
わ
れ
ち
ゃ
っ
て
」 

光
（
凪
沙
）
「
あ
ぁ…

…

」 

陽
介
「
ア
イ
ド
ル
に
な
ら
な
か
っ
た
方
が
幸
せ
だ
っ 

た
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
思
う
よ
」 

 
 

 

陽
介
、
光
（
凪
沙
）
の
肩
を
叩
く
。 

陽
介
「
僕
も
、
光
と
ス
テ
ー
ジ
か
ら
最
高
の
景
色
を 

見
た
か
っ
た
け
ど
、
無
理
に
は
引
き
留
め
な
い
か

ら
」 

 
 

 

陽
介
、
マ
イ
ク
を
持
っ
て
歩
い
て
い
く
。 

 
 

 

光
（
凪
沙

）
、

マ
イ
ク
を
手
に
持
ち
見
つ
め 

 
 

 

る
。 

観
客
の
声
「
光
く
ー
ん
！
」 

観
客
の
声
「
ス
タ
ー
チ
ュ
ー
ン
！ 

ス
タ
ー
チ
ュ
ー 

ン
！
」 

 

〇
同
・
ロ
ビ
ー
（
夜
） 

 
 

 

凛
奈
、
弁
当
を
二
つ
持
っ
て
く
る
。 

凛
奈
「
お
疲
れ
ー
」 

 
 

 

凛
奈
、
周
囲
を
見
渡
す
。 
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凛
奈
「
凪
沙
？
」 

 

〇
同
・
会
場
内
（
夜
） 

「
ス
タ
ー
チ
ュ
ー
ン
」
コ
ー
ル
を
す
る
観
客
。 

 
 

 
凪
沙
（
光

）
、

こ
そ
こ
そ
入
っ
て
来
る
。 

 
 

 

照
明
が
落
ち
る
。 

 
 

 

大
き
な
歓
声
が
上
が
る
。 

 
 

 

ビ
ク
ッ
と
す
る
凪
沙
（
光

）
。 

歩
の
声
「
今
日
は
一
緒
に
盛
り
上
が
っ
て
行
こ
う 

ー
！
」 

 
 

 

イ
ン
ト
ロ
が
流
れ
る
。 

 
 

 

歩
、
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
ス
テ
ー
ジ
上
に
出
て 

 
 

 

来
る
。 

 
 

 

怜
・
圭
太
、
続
け
て
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
ス
テ

ー
ジ
上
に
出
て
来
る
。 

 

〇
同
・
舞
台
裏
（
夜
） 

 
 

 

光
（
凪
沙

）
、

深
く
息
を
吐
く
。 

ス
タ
ッ
フ
「
行
き
ま
す
」 

 
 

 

光
（
凪
沙

）
、

顔
を
上
げ
る
。 
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〇
同
・
会
場
内
（
夜
） 

 
 

 

陽
介
、
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
ス
テ
ー
ジ
上
に
出

て
来
る
。 

 
 

 
凪
沙
（
光

）
、

眉
を
ひ
そ
め
て
ス
テ
ー
ジ
を

見
る
。 

 
 

 

光
（
凪
沙

）
、

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
ス
テ
ー
ジ

上
に
出
て
来
る
。 

 
 

 

光
（
凪
沙
）
の
目
の
前
に
は
無
数
の
黄
色
い

ペ
ン
ラ
イ
ト
の
光
。 

 
 

 

大
き
な
歓
声
が
上
が
る
。 

光
（
凪
沙
）
「
う
わ
ぁ…

…

」 

圭
太
「
最
高
の
ラ
イ
ブ
に
し
よ
う
ね
！
」 

怜
「
俺
た
ち
に
つ
い
て
こ
い
！
」 

陽
介
「
一
緒
に
楽
し
も―

！
」 

 
 

 

光
（
凪
沙

）
、

マ
イ
ク
を
強
く
握
る
。 

光
（
凪
沙
）
「―

―

み
ん
な
、
愛
し
て
る
よ
！
」 

 
 

 

特
段
大
き
な
歓
声
が
上
が
る
。 

凪
沙
（
光
）
「
は
ぁ
？
」 

女
１
「
や
ば
い
！ 

今
日
の
光
！
」 
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女
２
「
普
段
そ
ん
な
こ
と
言
わ
な
い
よ
ね
！ 

何
今 

日
！ 

オ
タ
ク
殺
し
に
来
て
る
？
」 

 
 

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
す
る
メ
ン
バ
ー
た
ち
。 

 
 

光
（
凪
沙

）
、

キ
レ
キ
レ
で
踊
る
。 

凪
沙
（
光
）
「
ほ
ん
と
に
で
き
て
る…

…

」 

 
 

 

凪
沙
（
光

）
、

周
囲
を
見
渡
す
。 

 
 

 

笑
顔
で
ス
テ
ー
ジ
を
見
る
観
客
。 

 
 

 

中
に
は
泣
い
て
い
る
女
性
客
も
い
る
。 

 
 

 

楽
し
そ
う
に
う
ち
わ
と
ペ
ン
ラ
イ
ト
を
振
る

女
の
子
。 

 
 

 

凪
沙
（
光

）
、

ス
テ
ー
ジ
の
光
（
凪
沙
）
を 

 
 

 

見
つ
め
る
。 

 
 

 

笑
顔
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
す
る
光
（
凪
沙
）
。 

 
 

 

『
手
を
振
っ
て
』
『
投
げ
キ
ス
し
て
』
と
書

か
れ
た
う
ち
わ
に
も
応
え
て
反
応
す
る
。 

 
 

 

陽
介
、
歌
い
な
が
ら
光
（
凪
沙
）
の
方
を
気

に
す
る
。 

 

〇
同
・
ロ
ビ
ー
（
夜
） 

 
 

 

会
場
か
ら
出
て
来
る
観
客
た
ち
。 



28 
 

女
の
声
「
今
日
光
く
ん
フ
ァ
ン
サ
し
て
く
れ
た
！
」 

女
の
声
「
で
き
る
ん
だ
ね
！
」 

 
 

 

凪
沙
（
光

）
、

グ
ッ
ズ
を
整
理
し
な
が
ら
観

客
た
ち
を
眺
め
る
。 

凛
奈
「
凪
沙
。
さ
っ
き
会
場
入
っ
て
た
ん
で
し
ょ
。 

ダ
メ
だ
よ
ー
。
物
販
チ
ー
ム
は
会
場
入
っ
ち
ゃ
い 

け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
ん
だ
か
ら
」 

凪
沙
（
光
）
「
す
み
ま
せ
ん
」 

凛
奈
「
で
、
ど
う
だ
っ
た
？
」 

凪
沙
（
光
）
「
あ
ー
、
ま
ぁ
な
ん
と
か
な
っ
て
た
か 

な
っ
て
」 

凛
奈
「
あ
は
、
上
か
ら
」 

凪
沙
（
光
）
「
い
や
ま
ぁ
」 

凛
奈
「…

…

凪
沙
が
言
っ
て
た
こ
と
さ
、
あ
な
が
ち 

間
違
っ
て
な
い
と
思
う
よ
」 

凪
沙
（
光
）
「
何
て
言
っ
て
ま
し
た
？
」 

凛
奈
「
私
の
方
が
う
ま
く
や
れ
る
っ
て
」 

凪
沙
（
光
）
「
そ
ん
な
こ
と
言
っ
て
た
ん
だ…

…

」 

凛
奈
「
凪
沙
、
ま
だ
二
十
歳
で
し
ょ
？
」 

凪
沙
（
光
）
「
あ
ぁ
、
そ
う
な
ん
、
で
す
か
ね
？
」 
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凛
奈
「
だ
か
ら
、
ま
だ
全
然
進
め
る
道
は
あ
る
と
思 

う
よ
」 

凪
沙
（
光
）
「
え
っ
と
？
」 

凛
奈
「
な
ん
て
ね
。
ご
め
ん
ご
め
ん
。
私
が
口
出
す 

こ
と
じ
ゃ
な
か
っ
た
！ 

そ
っ
ち
の
箱
、
も
う
ト 

ラ
ッ
ク
運
ん
じ
ゃ
っ
て
く
れ
る
？
」 

凪
沙
（
光
）
「
あ
、
は
い
」 

 

〇
同
・
廊
下
（
夜
） 

 
 

 

凪
沙
（
光

）
、

段
ボ
ー
ル
を
積
ん
だ
台
車
を

押
し
て
歩
く
。 

 
 

 

光
（
凪
沙
）
が
楽
屋
に
入
ろ
う
と
す
る
の
が 

 
 

 

見
え
る
。 

凪
沙
（
光
）
「
あ
」 

 
 

 

凪
沙
（
光

）
、

光
（
凪
沙
）
に
駆
け
寄
る
。 

凪
沙
（
光
）
「
ね
ぇ
！
」 

 
 

 

光
（
凪
沙

）
、

気
づ
い
て
、 

光
（
凪
沙
）
「
あ
！ 

光
く
ん
！
」 

 
 

 

光
（
凪
沙

）
、

に
こ
に
こ
顔
で
凪
沙
（
光
） 

 
 

 

に
駆
け
寄
る
。 
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光
（
凪
沙
）
「
な
か
な
か
う
ま
く
で
き
た
ん
じ
ゃ
な 

い
で
す
か
ね
。
実
は
私
歌
と
踊
り
に
は
多
少
心
得 

が
」 

凪
沙
（
光
）
「
い
や
や
り
過
ぎ
」 

光
（
凪
沙
）
「
え
」 

凪
沙
（
光
）
「
俺
あ
ん
な
煽
り
し
な
い
し
」 

光
（
凪
沙
）
「
あ
、
ご
め
ん
な
さ
い
。
な
ん
か
テ
ン 

シ
ョ
ン
上
が
っ
ち
ゃ
っ
て
」 

凪
沙
（
光
）
「
フ
ァ
ン
サ
も
」 

光
（
凪
沙
）
「
あ
、
そ
っ
か
。
普
段
光
く
ん
し
な
い 

で
す
よ
ね
」 

凪
沙
（
光
）
「
だ
っ
て
あ
ん
な
小
っ
ち
ゃ
い
文
字
い 

ち
い
ち
見
て
ら
ん
な
く
な
い
？
」 

光
（
凪
沙
）
「
オ
タ
ク
は
規
定
内
で
色
と
か
フ
ォ
ン 

ト
と
か
死
ぬ
ほ
ど
研
究
し
て
る
ん
で
す
よ
！ 

そ

ん
な
の
、
応
え
て
あ
げ
な
き
ゃ
か
わ
い
そ
う
じ
ゃ

な
い
で
す
か
！
」 

凪
沙
（
光
）

「
（

た
め
息
を
つ
い
て
）
ま
ぁ
い
い
や
」 

 
 

 

凪
沙
（
光

）
、

周
囲
を
見
渡
す
。 

凪
沙
（
光
）
「
こ
っ
ち
来
て
」 



31 
 

 
 

 
 

〇
同
・
会
場
内 

 
 

 

が
ら
ん
と
し
た
会
場
内
。 

 
 

 

光
（
凪
沙

）
、

ス
テ
ー
ジ
か
ら
会
場
を
見
渡

す
。 

光
（
凪
沙
）
「
や
っ
ぱ
り
、
す
ご
い…

…

」 

 
 

 

凪
沙
（
光

）
、

ス
テ
ー
ジ
下
に
来
る
。 

光
（
凪
沙
）
「
あ
、
光
く
ん
」 

凪
沙
（
光
）
「
そ
っ
か
ら
飛
び
降
り
て
み
て
」 

光
（
凪
沙
）
「
え
！
」 

凪
沙
（
光
）
「
ま
た
同
じ
感
じ
で
ぶ
つ
か
れ
ば
元
に 

戻
る
か
も
」 

光
（
凪
沙
）
「
こ
こ
か
ら
？
」 

 
 

 

光
（
凪
沙

）
、

ス
テ
ー
ジ
下
を
見
る
。 

光
（
凪
沙
）
「
う
ぅ…

…

」 

凪
沙
（
光
）
「
怖
い
だ
ろ
う
け
ど
、
元
に
戻
る
た
め 

だ
か
ら
」 

光
（
凪
沙
）
「
元
に…

…

」 

 
 

 

光
（
凪

）
、

じ
り
じ
り
ス
テ
ー
ジ
端
に
足
を

進
め
る
。 
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凪
沙
（
光

）
、

光
（
凪
沙
）
を
見
つ
め
る
。 

光
（
凪
沙
）
「―

―

や
っ
ぱ
無
理
！
」 

 
 

 

光
（
凪
沙

）
、

し
ゃ
が
み
込
む
。 

 
 

 

ス
タ
ッ
フ
、
入
っ
て
来
て
、 

ス
タ
ッ
フ
「
す
み
ま
せ
ー
ん
、
解
体
始
ま
り
ま
す
！ 

 

危
な
い
ん
で
出
て
く
だ
さ
い
」 

 
 

 

凪
沙
（
光

）
、

た
め
息
を
つ
く
。 

 

〇
同
・
廊
下
（
夜
） 

光
（
凪
沙
）
「
ご
め
ん
な
さ
い
」 

凪
沙
（
光
）
「…

…

ま
ぁ
、
も
う
一
回
ぶ
つ
か
っ
た 

と
こ
ろ
で
元
に
戻
れ
る
と
は
限
ら
な
い
し
」 

光
（
凪
沙
）
「
あ
の
、
光
く
ん
」 

沙
耶
香
「
あ
！ 

い
た
！ 

光
！
」 

 
 

 

沙
耶
香
、
光
（
凪
沙
）
に
駆
け
寄
る
。 

沙
耶
香
「
あ
れ
、
ま
た
光
が
何
か
ご
迷
惑
を
」 

光
（
凪
沙
）
「
そ
ん
な
迷
惑
な
ん
て
」 

沙
耶
香
「
あ
ん
た
い
い
加
減
に
し
な
さ
い
よ
」 

凪
沙
（
光
）
「
あ
の
沙
耶
香
さ
ん
、
俺
ら
本
当
に
」 

ス
タ
ッ
フ
の
声
「
沙
耶
香
さ
ー
ん
！
」 
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沙
耶
香
「
は
ー
い
。
じ
ゃ
、
光
。
早
く
シ
ャ
ワ
ー
浴 

び
て
帰
る
支
度
し
な
さ
い
」 

 
 

 

沙
耶
香
、
歩
い
て
い
く
。 

光
（
凪
沙
）
「
シ
ャ
、
シ
ャ
ワ
ー
？
」 

凪
沙
（
光
）
「
今
後
の
こ
と
は
あ
と
で
考
え
よ
う
。 

と
り
あ
え
ず
シ
ャ
ワ
ー
浴
び
て
き
て
」 

光
（
凪
沙
）
「
無
理
で
す
！ 

光
く
ん
の
裸
な
ん
て
」 

凪
沙
（
光
）
「
は
い
は
い
。
じ
ゃ
あ
俺
が
洗
え
ば
い 

い
？
」 

光
（
凪
沙
）
「
え
」 

凪
沙
（
光
）
「
一
緒
に
入
っ
て
」 

 
 

 

凪
沙
（
光

）
、

光
（
凪
沙
）
の
額
の
汗
を
指

で
拭
う
。 

 
 

 

光
（
凪
沙

）
、

凪
沙
（
光
）
の
手
を
振
り
払

っ
て
、 

光
（
凪
沙
）
「
近
い
！ 

離
れ
て
！
」 

凪
沙
（
光
）
「
は
ぁ
？
」 

光
（
凪
沙
）
「
オ
タ
ク
と
は
一
定
の
距
離
を
保
た
な 

い
と
い
け
な
い
ん
で
す
よ
！ 

だ
か
ら
入
ら
な
い

で
す
！
」 
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凪
沙
（
光
）
「
な
ん
で
。
汗
か
い
た
し
汚
い
で
し
ょ
」 

光
（
凪
沙
）
「
汚
く
な
ん
か
な
い
で
す
！ 

光
く
ん 

の
汗
は
香
水
で
す
！
」 

凪
沙
（
光
）
「
い
や
普
通
に
臭
い
よ
」 

光
（
凪
沙
）

「
（

ハ
ッ
と
し
て
）
そ
う
い
え
ば
、
光 

く
ん
は
ト
イ
レ
と
か…

…

」 

凪
沙
（
光
）
「
さ
っ
き
行
っ
た
け
ど
」 

光
（
凪
沙
）
「
行
っ
た
ん
で
す
か
！
」 

凪
沙
（
光
）
「
生
理
現
象
だ
し
、
行
か
な
い
で
漏
ら 

す
方
が
悪
い
か
な
っ
て
」 

 
 

 

光
（
凪
沙

）
、

頭
を
抱
え
る
。 

凪
沙
（
光
）
「
あ
、
ご
め
ん
な
さ
い
！ 

あ
の
、
あ 

ん
ま
見
ず
に
や
っ
た
か
ら
！
」 

光
（
凪
沙
）
「
い
や
、
あ
の
日
光
く
ん
に
汚
い
も
の 

を
見
せ
て
し
ま
っ
て…

…

」 

凪
沙
（
光
）
「
別
に
見
慣
れ
て
る
し
」 

光
（
凪
沙
）

「
（

手
で
耳
を
塞
い
で
）
わ
ー
！
」 

凪
沙
（
光
）
「
じ
ゃ
あ
も
う
シ
ャ
ワ
ー
は
い
い
か
ら 

支
度
だ
け
し
て
来
て
く
れ
る
？ 

俺
ま
た
楽
屋
入

っ
た
ら
追
い
出
さ
れ
る
し
」 
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光
（
凪
沙
）
「
分
か
り
ま
し
た
」 

凪
沙
（
光
）
「
赤
い
ト
ー
ト
だ
け
、
そ
の
ま
ま
持
っ 

て
く
れ
ば
い
い
か
ら
」 

光
（
凪
沙
）
「
は
い
！
」 

 
 

 
光
（
凪
沙

）
、

楽
屋
に
駆
け
て
行
く
。 

 

〇
同
・
楽
屋
（
夜
） 

 
 

 

光
（
凪
沙

）
、

入
っ
て
来
る
。 

光
（
凪
沙
）
「
え
っ
と
光
く
ん
の
荷
物
は…

…

」 

歩
「
あ
れ
光
。
シ
ャ
ワ
ー
は
？
」 

光
（
凪
沙
）
「
普
段
カ
メ
ラ
に
映
さ
な
い
と
こ
見
る 

わ
け
に
い
か
な
い
ん
で
！
」 

歩
「
う
ん
？
」 

光
（
凪
沙
）
「
あ
っ
た
」 

 
 

 

光
（
凪
沙

）
、

赤
い
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
を
手
に

持
つ
。 

光
（
凪
沙
）
「
じ
ゃ
あ
、
あ
の
、
帰
り
ま
す
」 

怜
「
打
ち
上
げ
は
？
」 

光
（
凪
沙
）
「
今
日
は
ち
ょ
っ
と
」 

圭
太
「
彼
女
の
と
こ
？
」 
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光
（
凪
沙

）
、

膝
か
ら
崩
れ
落
ち
る
。 

陽
介
「
光
！ 

大
丈
夫
？
」 

光
（
凪
沙
）
「
や
っ
ぱ
り
光
く
ん
、
彼
女
い
ま
す
よ 

ね
ー…

…

」 
圭
太
「
何
今
さ
ら
」 

光
（
凪
沙
）
「
い
や
あ
の
言
葉
の
節
々
か
ら
感
じ
取 

れ
て
は
い
た
ん
で
す
け
ど
、
い
ざ
核
心
に
変
わ
る 

 

と
し
ん
ど
さ
が
」 

怜
「
や
っ
ぱ
今
日
光
お
か
し
く
な
い
？
」 

陽
介
「
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
。
し
ん
ど
か
っ
た
ら
病
院 

行
く
ん
だ
よ
」 

光
（
凪
沙
）
「
は
、
は
い…

…

。
失
礼
し
ま
す
」 

 
 

 

光
（
凪
沙

）
、

ヨ
ロ
ヨ
ロ
と
出
て
行
く
。 

歩
「
大
丈
夫
か
な
」 

圭
太
「
慣
れ
な
い
フ
ァ
ン
サ
し
て
疲
れ
た
ん
じ
ゃ
な 

い
？
」 

 

〇
同
・
裏
口
（
夜
） 

 
 

 

ミ
ニ
バ
ン
が
停
ま
る
。 

 
 

 

運
転
席
の
豊
島
辰
巳
（2

6

）
、

窓
を
開
け
て
、 
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豊
島
「
お
待
た
せ
し
ま
し
た
」 

 
 

 

凪
沙
（
光
）
・
光
（
凪
沙

）
、

バ
ン
に
乗
り

込
む
。 

 
〇
車
内
（
夜
） 

 
 

 

豊
島
、
凪
沙
（
光
）
を
見
て
、 

豊
島
「
あ
れ
、
い
つ
も
の
彼
女
さ
ん
じ
ゃ
な
い
」 

光
（
凪
沙
）
「
う
っ…

…
」 

 
 

 

光
（
凪
沙

）
、

胸
を
抑
え
る
。 

豊
島
「
ご
自
宅
で
い
い
で
す
か
ね
」 

凪
沙
（
光
）
「
ち
ょ
っ
と
寄
り
た
い
と
こ
ろ
が
」 

光
（
凪
沙
）
「
え
？
」 

 

〇
神
社
・
参
道
（
夜
） 

 
 

 

凪
沙
（
光
）
・
光
（
凪
沙

）
、

歩
い
て
く
る
。 

光
（
凪
沙
）
「
こ
こ
、
知
っ
て
ま
す
」 

凪
沙
（
光
）
「
ほ
ん
と
？ 

こ
こ
芸
能
事
の
神
様
だ 

 

か
ら
っ
て
前
に
先
輩
に
教
え
て
も
ら
っ
た
ん
だ
よ 

ね
」 

光
（
凪
沙
）
「
ど
う
し
て
こ
こ
に
？
」 
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凪
沙
（
光
）
「
よ
く
分
か
ら
な
い
こ
と
は
神
頼
み
す 

る
し
か
な
い
か
な
っ
て
」 

光
（
凪
沙
）
「
な
ん
で
入
れ
替
わ
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で 

す
か
ね
」 

凪
沙
（
光
）
「
さ
ぁ
。
早
く
戻
り
た
い
よ
」 

 

〇
同
・
拝
殿
前
（
夜
） 

 
 

 

光
（
凪
沙
）
・
凪
沙
（
光

）
、

拝
殿
に
向
か

っ
て
手
を
合
わ
せ
る
。 

凪
沙
（
光
）
「
お
願
い
し
ま
す…

…
」 

光
（
凪
沙
）
「…

…

」 

 
 

 

光
（
凪
沙
）
・
凪
沙
（
光

）
、

顔
を
見
合
わ

せ
る
。 

凪
沙
（
光
）
「…
…

ま
ぁ
戻
っ
て
な
い
か
」 

光
（
凪
沙
）
「
は
い…

…

」 

凪
沙
（
光
）
「
期
待
は
し
て
な
か
っ
た
け
ど
、
神
頼 

み
で
も
無
理
か
ぁ
」 

光
（
凪
沙
）
「…

…

ご
め
ん
な
さ
い
！
」 

凪
沙
（
光
）
「
え
、
何
」 

光
（
凪
沙
）
「
私
、
身
体
を
元
に
戻
し
て
く
だ
さ
い 
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っ
て
お
願
い
し
ま
せ
ん
で
し
た
」 

凪
沙
（
光
）
「
は
ぁ
？ 

え
、
何
で
？ 

戻
り
た
く 

な
い
の
？
」 

光
（
凪
沙
）
「
も
ち
ろ
ん
！ 

光
く
ん
に
早
く
身
体 

を
戻
し
て
あ
げ
た
い
っ
て
気
持
ち
は
あ
る
ん
で
す

け
ど
」 

凪
沙
（
光
）
「
じ
ゃ
あ
な
ん
で
」 

光
（
凪
沙
）
「
光
く
ん
、
ア
イ
ド
ル
辞
め
ち
ゃ
う
ん 

で
す
か
？
」 

凪
沙
（
光
）
「…

…

」 

光
（
凪
沙
）
「
元
に
戻
っ
た
ら
、
光
く
ん
ア
イ
ド
ル 

辞
め
ち
ゃ
う
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
！ 

そ
う
思
っ

た
ら
、
そ
の
、
戻
し
て
く
だ
さ
い
っ
て
お
願
い
で

き
な
く
て…

…

」 

凪
沙
（
光
）
「…

…

も
と
も
と
向
い
て
な
い
ん
だ
よ
、 

ア
イ
ド
ル
」 

光
（
凪
沙
）
「
そ
ん
な
こ
と
な
い
！ 

光
く
ん
は
最 

強
で
す
よ
！
」 

凪
沙
（
光
）
「
顔
だ
け
、
ね
」 

光
（
凪
沙
）
「
そ
れ
は…

…

」 
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凪
沙
（
光
）
「
あ
れ
ダ
メ
こ
れ
ダ
メ
っ
て
炎
上
す
る 

度
、
も
っ
た
い
な
い
と
か
残
念
と
か
言
わ
れ
て
。

で
も
分
か
ん
な
い
ん
だ
よ
。
ア
イ
ド
ル
と
し
て
、

何
を
す
べ
き
な
の
か
、
何
を
や
っ
ち
ゃ
い
け
な
い

の
か
、
分
か
ら
な
い
。
も
う
こ
ん
な
窮
屈
な
思
い

嫌
な
ん
だ
よ
。
だ
か
ら
」 

光
（
凪
沙
）
「
で
も
、
辞
め
な
い
で
く
だ
さ
い
！ 

 

光
く
ん
が
ア
イ
ド
ル
で
い
れ
く
れ
る
こ
と
で
、
ど

れ
だ
け
の
人
が
救
わ
れ
て
る
か
」 

 
 

 

光
（
凪
沙

）
、

凪
沙
（
光
）
を
見
つ
め
て
、 

光
（
凪
沙
）
「
今
日
だ
っ
て
見
ま
し
た
よ
ね
？ 

あ 

ん
な
に
た
く
さ
ん
の
フ
ァ
ン
が
い
る
ん
で
す
よ
？ 

み
ん
な
光
く
ん
の
た
め
に
頑
張
っ
て
き
て
」 

凪
沙
（
光
）
「
だ
か
ら
そ
れ
が
重
い
ん
だ
よ
！
」 

光
（
凪
沙
）
「
え
」 

凪
沙
（
光
）
「
何
俺
の
た
め
に
働
く
と
か
。
俺
に
ご 

 

飯
食
べ
さ
せ
る
と
か
、
自
分
で
食
べ
な
よ
！ 

あ 

ん
な
小
っ
ち
ゃ
い
子
ま
で
グ
ッ
ズ
い
っ
ぱ
い
買
っ 

て
。
お
も
ち
ゃ
買
っ
て
な
よ
！
」 

光
（
凪
沙
）
「
あ
の
、
光
く
ん
？
」 
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凪
沙
（
光
）
「
な
ん
で
人
が
歌
っ
て
踊
っ
て
る
と
こ 

見
て
泣
け
る
の
？ 

赤
の
他
人
だ
よ
ね
？ 

関
係

な
い
よ
ね
？ 

関
係
な
い
の
に
、
金
貢
い
で
時
間

費
や
し
て
、
お
か
し
い
よ
！
」 

光
（
凪
沙
）
「
そ
れ
が
推
し
な
ん
で
す
！
」 

凪
沙
（
光
）
「
推
し
っ
て
な
ん
だ
よ
！ 

同
じ
人
間 

だ
っ
て
の
！
」 

 
 

 

息
が
上
が
っ
て
い
る
凪
沙
（
光

）
。 

凪
沙
（
光
）
「
も
う…

…

。
ア
イ
ド
ル
に
な
っ
て
か 

ら
、
し
ん
ど
い
こ
と
し
か
な
い
」 

光
（
凪
沙
）
「…

…

本
当
に
そ
れ
だ
け
で
す
か
？
」 

 
 

 

凪
沙
（
光

）
、

光
（
凪
沙
）
を
見
る
。 

光
（
凪
沙
）
「
本
当
に
ア
イ
ド
ル
に
な
っ
て
か
ら
い 

い
こ
と
な
ん
て
一
つ
も
な
か
っ
た
で
す
か
？
」 

凪
沙
（
光
）
「
あ
ん
た
に
何
が
分
か
ん
の
」 

光
（
凪
沙
）
「
今
日
私
が
見
た
あ
の
景
色
は
」 

  
 

 
×

 
×

 
×

 

 
 

 

（
フ
ラ
ッ
シ
ュ
） 

 
 

 

黄
色
い
ペ
ン
ラ
イ
ト
の
光
で
包
ま
れ
る
ラ
イ 
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ブ
会
場
。 

  
 

 
×

 
×

 
×

 

 
光
（
凪
沙
）
「
あ
の
景
色
は
ア
イ
ド
ル
じ
ゃ
な
い
と 

見
れ
な
い
ん
で
す
よ
！ 

光
く
ん
を
照
ら
す
ペ
ン

ラ
イ
ト
の
黄
色
は
、
ど
ん
な
色
よ
り
も
き
れ
い
で

し
た
！
」 

凪
沙
（
光

）
、

大
き
く
た
め
息
を
つ
く
。 

光
（
凪
沙
）
「
あ
ん
な
最
高
な
景
色…

…

。
だ
か
ら 

辞
め
る
な
ん
て
言
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
！
」 

凪
沙
（
光
）
「
も
う
そ
の
ス
テ
ー
ジ
に
い
な
い
ん
だ 

よ
」 

光
（
凪
沙
）
「
へ
？
」 

凪
沙
（
光
）
「
そ
り
ゃ
デ
ビ
ュ
ー
し
た
て
の
と
き
は 

 

感
動
し
て
た
よ
。
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
人
が
応 

 

援
し
て
く
れ
る
ん
だ
っ
て
。
で
も
も
う
今
は
、
眩 

し
く
て
目
が
痛
い
だ
け
」 

光
（
凪
沙
）
「
そ
ん
な…

…

私
だ
っ
た
ら
、
あ
ん 

な
景
色
見
た
ら
辞
め
た
り
な
ん
か
」 
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凪
沙
（
光
）
「
だ
っ
た
ら
あ
ん
た
が
や
れ
ば
い
い
だ 

ろ
！
」 

 
 

ビ
ク
ッ
と
す
る
光
（
凪
沙

）
。 

 
 

 

凪
沙
（
光

）
、

頭
を
か
く
。 

凪
沙
（
光
）
「
っ
た
く
、
な
ん
で
こ
ん
な
こ
と
に…

 

…

」 
 

 

光
（
凪
沙
）
「…

…
い
や
待
っ
て
。
そ
れ
だ
！
」 

凪
沙
（
光
）
「
何
？
」 

光
（
凪
沙
）
「
今
い
る
ス
テ
ー
ジ
は
、
ペ
ン
ラ
イ
ト 

が
眩
し
く
感
じ
る
ん
で
す
よ
ね
？ 

そ
れ
っ
て
、

会
場
が
小
さ
く
て
客
席
と
近
い
か
ら
じ
ゃ
な
い
で

す
か
？
」 

凪
沙
（
光
）
「
い
や
あ
の
そ
れ
は
比
喩
と
い
う
か
」 

光
（
凪
沙
）
「
も
っ
と
広
い
ス
テ
ー
ジ
だ
っ
た
ら
ど 

う
で
す
か
？ 

そ
う
！ 

ド
ー
ム
と
か
！
」 

 

凪
沙
（
光
）

「
（

鼻
で
笑
っ
て
）
ド
ー
ム
っ
て
」 

光
（
凪
沙
）
「
は
い
！ 

光
く
ん
は
ま
だ
ド
ー
ム
の 

ス
テ
ー
ジ
立
っ
た
こ
と
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
こ
か 

ら
の
景
色
を
見
れ
ば
」 

凪
沙
（
光
）
「
知
っ
て
る
で
し
ょ
。
ス
タ
ー
チ
ュ
ー 
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ン
は
俺
が
足
引
っ
張
っ
て
る
か
ら
ド
ー
ム
な
ん
て

夢
の
ま
た
夢―

―

」 

光
（
凪
沙
）
「
だ
か
ら
私
が
連
れ
て
行
き
ま
す
！
」 

凪
沙
（
光
）
「
は
い
？
」 

光
（
凪
沙
）
「
私
が
光
く
ん
に
な
っ
て
、
最
高
の
ア 

イ
ド
ル
に
な
っ
て
、
こ
の
光
く
ん
の
身
体
を
ド
ー

ム
の
ス
テ
ー
ジ
に
立
た
せ
ま
す
！
」 

凪
沙
（
光
）
「
は
ぁ
？ 
何
、
戻
ら
な
い
気
？
」 

光
（
凪
沙
）
「
だ
っ
て
戻
っ
た
ら
光
く
ん
ア
イ
ド
ル 

辞
め
ち
ゃ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
！
」 

凪
沙
（
光
）
「
い
や
い
や
返
し
て
よ
。
俺
の
身
体
」 

光
（
凪
沙
）
「
最
高
の
景
色
を
見
せ
て
か
ら
返
し
ま 

す
！
」 

凪
沙
（
光
）
「
無
理
で
し
ょ
」 

光
（
凪
沙
）
「
任
せ
て
く
だ
さ
い
！ 

オ
タ
ク
は
推 

し
を
ド
ー
ム
に
連
れ
て
く
た
め
な
ら
何
で
も
し
ま

す
よ
！
」 

凪
沙
（
光
）
「…

…

ま
ぁ
ど
っ
ち
に
し
ろ
身
体
が
戻 

 

ら
な
い
う
ち
は
な
り
き
っ
て
も
ら
う
し
か
な
い
の 

か
」 
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光
（
凪
沙
）
「
絶
対
光
く
ん
が
ア
イ
ド
ル
辞
め
た
く 

な
く
な
る
よ
う
な
ス
テ
ー
ジ
に
連
れ
て
行
き
ま
す 

か
ら
！ 

案
外
オ
タ
ク
が
ア
イ
ド
ル
や
っ
た
方
が

う
ま
く
い
く
か
も
し
れ
な
い
で
す
し
ね
！
」 

凪
沙
（
光
）
「
不
安
で
し
か
な
い
ん
だ
け
ど
」 

 

〇
同
・
駐
車
場
（
夜
） 

 
 

 

光
（
凪
沙
）
・
凪
沙
（
光

）
、

歩
い
て
く
る
。 

 
 

 

バ
ン
の
前
で
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ん
で
い
た
豊
島
、 

 
 

 

気
づ
い
て
、 

豊
島
「
お
か
え
り
な
さ
い
。
神
社
デ
ー
ト
と
は
渋
い 

で
す
ね
」 

光
（
凪
沙
）
「
デ
ー
ト
じ
ゃ
な
い
で
す
！ 

絶
対
そ 

う
い
う
関
係
に
は
な
ら
な
い
ん
で
！
」 

 
 

 

光
（
凪
沙
）
・
凪
沙
（
光

）
、

バ
ン
に
乗
り

込
む
。 

 

〇
車
内
（
夜
） 

光
（
凪
沙
）
「
あ
の
、
こ
れ
か
ら
ド
ー
ム
に
行
く
た 

め
に
な
ん
で
す
け
ど
」 
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凪
沙
（
光
）
「
は
い
」 

光
（
凪
沙
）
「
彼
女
と
は
別
れ
て
も
ら
い
ま
す
」 

凪
沙
（
光
）
「
は
ぁ
？ 

な
ん
で
そ
ん
な
こ
と
ま
で 

決
め
ら
れ
な
い
と
い
け
な
い
の
？
」 

光
（
凪
沙
）
「
せ
め
て
ド
ー
ム
に
行
く
ま
で
は
恋
愛 

し
な
い
で
く
だ
さ
い
！
」 

凪
沙
（
光
）
「
今
ど
き
ア
イ
ド
ル
だ
か
ら
恋
愛
禁
止 

っ
て
？ 

意
味
分
か
ん
な
」 

光
（
凪
沙
）
「
そ
れ
が
ア
イ
ド
ル
で
す
か
ら
」 

凪
沙
（
光
）
「
な
ん
か
恋
愛
対
象
で
は
な
い
っ
て
言 

っ
て
な
か
っ
た
？
」 

光
（
凪
沙
）
「
は
い
。
リ
ア
コ
じ
ゃ
な
い
で
す
」 

凪
沙
（
光
）
「
だ
っ
た
ら
俺
に
彼
女
が
い
よ
う
と
関 

係
な
く
な
い
？
」 

 
 

 

光
（
凪
沙

）
、

ス
マ
ホ
を
操
作
し
凪
沙
（
光
）

に
見
せ
る
。 

 
 

 

画
面
に
は
光
の
自
撮
り
写
真
。 

凪
沙
（
光
）
「
あ
ー
、
こ
れ
ね
。
彼
女
の
手
入
っ
ち 

ゃ
っ
た
ん
だ
よ
な
。
そ
り
ゃ
よ
く
確
認
し
な
か
っ

た
の
は
悪
か
っ
た
け
ど
、
別
に
彼
女
い
な
い
で
す



47 
 

っ
て
嘘
つ
い
て
た
わ
け
で
も
な
い
し
、
あ
ん
な
に

炎
上
し
な
く
て
も
」 

光
（
凪
沙
）
「
問
題
は
そ
こ
じ
ゃ
な
い
で
す
」 

 
 

 

光
（
凪
沙

）
、

ス
マ
ホ
を
操
作
し
て
女
の
手

の
部
分
を
拡
大
す
る
。 

光
（
凪
沙
）
「
こ
の
女
性
の
指
輪
、
光
く
ん
が
プ
レ 

ゼ
ン
ト
し
た
ん
で
す
か
？
」 

凪
沙
（
光
）
「
う
ん
」 

光
（
凪
沙
）
「
こ
れ
八
十
万
く
ら
い
す
る
や
つ
で
す 

よ
ね
」 

凪
沙
（
光
）
「
あ
ー
、
う
ん
」 

光
（
凪
沙
）
「
千
本
分
で
す
」 

凪
沙
（
光
）
「
え
？
」 

光
（
凪
沙
）
「
今
日
売
っ
て
た
光
く
ん
の
う
ち
わ
、 

千
本
分
で
す
！ 

オ
タ
ク
が
！ 

働
い
て
買
っ

た
！
」 

凪
沙
（
光
）
「
怖
い
ん
だ
よ
な
。
フ
ァ
ン
の
お
気
持 

ち
表
明
」 

光
（
凪
沙
）
「
は
い
？
」 

凪
沙
（
光
）
「
別
に
自
分
で
稼
い
だ
お
金
ど
う
使
っ 
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て
も
よ
く
な
い
？
」 

光
（
凪
沙
）
「
私
た
ち
は
お
金
出
し
て
夢
買
っ
て
る 

ん
で
す
よ
！ 

指
輪
買
っ
て
な
い
で
す
！
」 

豊
島
「
な
ん
か
あ
れ
っ
す
ね
」 

光
（
凪
沙
）
「
何
で
す
か
」 

豊
島
「
二
人
、
入
れ
替
わ
っ
た
み
た
い
で
す
ね
」 

光
（
凪
沙
）
・
凪
沙
（
光
）
「…

…

そ
う
！
」 

豊
島
「
え
、
当
た
り
？
」 

凪
沙
（
光
）
「
豊
島
く
ん
信
じ
て
く
れ
る
の
？
」 

豊
島
「
だ
っ
て
普
段
の
光
さ
ん
と
全
然
違
う
し
、
そ 

っ
ち
の
お
姉
さ
ん
が
光
さ
ん
っ
ぽ
い
し
」 

凪
沙
（
光
）
「…

…

豊
島
く
ん
ー
！
」 

 
 

 

凪
沙
（
光

）
、

豊
島
の
肩
を
叩
く
。 

豊
島
「
危
な
い
危
な
い
」 

 

〇
マ
ン
シ
ョ
ン
・
入
口
前
（
夜
） 

 
 

 

バ
ン
が
入
っ
て
来
る
。 

 

〇
車
内
（
夜
） 

豊
島
「
と
り
あ
え
ず
光
さ
ん
の
マ
ン
シ
ョ
ン
来
て
よ 
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か
っ
た
で
す
か
」 

凪
沙
（
光
）
「
う
ん
。
今
後
の
こ
と
、
う
ち
で
話
し 

合
お
う
」 

 
 

 

凪
沙
（
光

）
、

光
（
凪
沙
）
を
見
る
と
、
手

で
目
を
覆
っ
て
い
る
光
（
凪
沙

）
。 

凪
沙
（
光
）
「
何
や
っ
て
ん
の
」 

光
（
凪
沙
）
「
い
や
だ
っ
て
光
く
ん
の
お
う
ち
な
ん 

て
オ
タ
ク
が
場
所
知
っ
て
い
い
と
こ
じ
ゃ
な
い
で

す
よ
！
」 

凪
沙
（
光
）
「
そ
ん
な
ん
言
っ
て
ら
ん
な
い
で
し
ょ
」 

豊
島
「
先
降
り
ち
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
」 

凪
沙
（
光
）
「
あ
り
が
と
う
」 

 
 

 

凪
沙
（
光

）
、

車
か
ら
降
り
る
。 

 
 

 

光
（
凪
沙

）
、

手
で
目
を
覆
っ
た
ま
ま
降
り

よ
う
と
す
る
。 

光
（
凪
沙
）
「
こ
こ
？ 

こ
こ
段
差
あ
り
ま
す
か
？
」 

 
 

 

凪
沙
（
光

）
、

た
め
息
を
つ
く
。 

 

〇
マ
ン
シ
ョ
ン
・
入
口
前
（
夜
） 

 
 

 

凪
沙
（
光

）
、

目
を
隠
し
た
ま
ま
の
光
（
凪 
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沙
）
を
バ
ン
か
ら
降
ろ
す
。 

豊
島
「
じ
ゃ
、
停
め
て
き
ま
す
ね
」 

凪
沙
（
光
）
「
う
ん
」 

 
 

 

走
っ
て
行
く
バ
ン
。 

凪
沙
（
光
）
「
ど
う
せ
こ
れ
か
ら
来
る
機
会
多
い
だ 

ろ
う
し
、
別
に
」 

光
（
凪
沙
）
「
そ
ん
な
わ
け
い
か
な
い
で
す
よ
！
」 

 
 

 

手
で
目
を
覆
っ
た
ま
ま
の
光
を
見
つ
め
る
凪

沙
（
光

）
。 

光
（
凪
沙
）
「
光
く
ん
！ 

い
ま
す
？
」 

 
 

 

凪
沙
（
光

）
、

光
（
凪
沙
）
の
頬
に
手
を
添

え
て
顔
を
近
づ
け
る
。 

 
 

 

そ
の
様
子
が
映
っ
て
い
る
ス
マ
ホ
カ
メ
ラ
の

画
面
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
続
】 


